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平
成
　
年
度
一
般
会
計
の
歳

２２

入
は
、
１
２
３
億
５
０
１
３
万

６
０
０
０
円
、
歳
出
は
、
１
１

９
億
３
１
３
８
万
円
で
し
た
。

差
し
引
き
は
、
４
億
１
８
７
５

万
６
０
０
０
円
と
な
り
、
翌
年

度
に
繰
り
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
財
源
は
、
２
４
５
万
９
０

０
０
円
で
し
た
の
で
、
４
億
１

６
２
９
万
７
０
０
０
円
が
実
質

収
支
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
歳
入
と
歳
出
を
平
成
　２３

年
３
月
末
の
人
口
４
万
１
０
７

４
人
で
割
る
と
、
１
人
当
た
り

の
収
入
が
　
万
６
８
０
円
、
支

３０

出
が
　
万
４
８
５
円
と
な
っ
て

２９

い
ま
す
。　

　
町
の
一
般
会
計
で
は
、
自
主

財
源
が
　
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
、

７１

依
存
財
源
は
　
・
５
パ
ー
セ
ン

２８

ト
と
な
り
ま
し
た
。
自
主
財
源

に
は
、
町
税
や
諸
収
入
、
繰
越

金
、
繰
入
金
、
分
担
金
や
負
担

金
な
ど
が
あ
り
、
依
存
財
源
に

は
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、

町
債
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
町
税
に
は
、
一
般
会
計
に
入

る
町
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
・
町
た
ば
こ
税
・
都

歳出歳入会計

１１,９３１,３８０１２,３５０,１３６一　般　会　計

３,８６１,７５３４,２０１,９１４国 民 健 康 保 険 事 業

特
　
別
　
会
　
計

１,９１６１,９１６老 人 保 健 事 業

２２７,３６１２３１,８０５後期高齢者医療事業

１,８２３,４８７１,８２６,６０３介 護 保 険 事 業

５９,４１５９５,３４２公 園 墓 地 事 業

７７０,４６６７８６,５４３下 水 道 事 業

６１３,３３６７０９,８６３収 益 的水
道
事
業 ４２０,５１３２７,４７２資 本 的

平成２２年度　決 算
　９月５日から２０日まで開催された「第

４回町議会定例会」で、平成２２年度決算が

認定されました。

　平成２２年度の一般会計の歳入は１２３億

５,０１３万６,０００円、歳出は１１９億３,１３８万

円、特別会計は、左表のとおりとなり、住

みやすい町づくりのために限られた予算

を無駄にすることなく使いました。

　その概要をお知らせします。

金額その他（依存財源）の内訳

１９,５０１利子割交付金

８,２４２配当割交付金

２,５３０株式等譲渡所得割交付金

２,１５６ゴルフ場利用税交付金

４１,１８０自動車取得税交付金

６４,４７２地方特例交付金

１２４,６２５地方交付税

１１,１０１交通安全対策特別交付金

２７３,８０７合　計

金額その他（自主財源）の内訳

１４９,５３９分担金及び負担金

１５５,４０７使用料及び手数料

７,６９４財産収入

５５４,０１９繰入金

１,８３６寄附金

８６８,４９５合　計

単位：千円

平
成
　
年
度
一
般
会
計

２２

歳
入
・
歳
出
総
括

一
般
会
計

歳
入
に
つ
い
て

単位：千円

単位：千円
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市
計
画
税
が
あ
り
ま
す
。
平
成

　
年
度
の
町
税
は
、　

億
６
９

２２

６６

６
８
万
５
０
０
０
円
の
収
入
と

な
り
、
収
入
全
体
の
　
パ
ー
セ

５４

ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
厳
し

い
経
済
情
勢
を
反
映
し
、
前
年

度
と
比
べ
金
額
で
１
・
５
パ
ー

セ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
税
以
外
の
収
入
に
つ
い
て

は
、金
額
の
多
い
順
に
国
庫
支

出
金
、諸
収
入
、県
支
出
金
、町

債
、繰
入
金
、地
方
消
費
税
交
付

金
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
の

２２

支
出
に
つ
い
て
は
、
最
も
多
い

の
が
民
生
費
で
す
。

　
次
い
で
総
務
費
、
教
育
費
、
衛

生
費
、
土
木
費
、
公
債
費
、
商
工

費
の
順
と
な
り
ま
し
た
。
目
的

別
の
金
額
の
多
い
順
に
、
事
業
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
民
生
費
は
、
社
会
福
祉
や
児

童
福
祉
な
ど
に
使
わ
れ
る
経
費

で
す
。

・
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
施
設
整
備
等
補
助
事
業

・
難
病
患
者
扶
助
事
業

・
子
ど
も
手
当
支
給
事
業

・
福
祉
医
療
費
扶
助
事
業

・
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

・
障
害
者
自
立
支
援
事
業
　
な

ど
　
総
務
費
は
、町
の
全
体
的
な

事
務
の
管
理
や
、財
産
の
管
理
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
計
画
を

立
て
る
た
め
の
経
費
で
す
。

・
参
議
院
議
員
選
挙
費

・
統
計
調
査
事
業

・
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

・
総
合
計
画
策
定
事
業

・
町
内
循
環
バ
ス
事
業

・
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
推
進
事

業
・
多
文
化
共
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
事
業

・
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

・
広
報
発
行
事
業
　
な
ど

　
教
育
費
は
、
小
・
中
学
校
、幼

稚
園
の
学
校
教
育
や
生
涯
学
習

を
す
す
め
る
た
め
の
経
費
で
す
。

・
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
事

業
・
小
・
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

借
上
事
業

・
英
語
指
導
助
手
配
置
事
業

　（
含
英
語
特
例
校
）

・
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

・
南
中
学
校
校
舎
改
築
事
業

・
図
書
館
資
料
整
理
事
業

・
生
涯
学
習
Ｉ
Ｔ
事
業

・
町
民
文
化
教
養
講
座
事
業

・
文
化
む
ら
運
営
事
業
　
な
ど

民
生
費

総
務
費

一
般
会
計

歳
出
に
つ
い
て

教
育
費

単位：千円

町税

国庫支出金

諸収入

その他 ( 自主財源 )

その他 (依存財源 )県支出金

町債

地方消費税
交付金

繰越金 地方譲与税

6,669 1,026 946 868 707 527

(4.3%)(5.7%)

841 340

(2.8%)

273(2.2%) 149(1.2%)

6,772

(6.9%)

291

(9.4%) (6.7%)

593

(7.7%) (2.4%)(4.8%)

263(2.1%)

528

(4.2%)

161(1.3%)

(54.5%)

8561,164 837 957

(54.0%) (8.3%) (7.7%) (7.0％) (6.8%)

0 8,0006,000 10,000 12,000

H21

H22

改築中の南中学校

■一般会計歳入の推移

単位：百万円（百万円未満は切り捨て）

平成２２年度　決 算
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衛
生
費
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
健
康
で
衛
生
的
な
生
活
環
境

で
暮
ら
す
た
め
の
経
費
で
す
。

・
資
源
ご
み
回
収
奨
励
事
業

・
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業

・
太
田
市
外
三
町
広
域
清
掃
組

合
負
担
金

・
施
設
整
備
事
業
（
衛
生
セ
ン

タ
ー
）

・
予
防
接
種
事
業

・
健
康
診
査
事
業
（
妊
婦
委
託

健
康
診
査
な
ど
）

・
廃
棄
物
対
策
事
業

・
住
宅
用
太
陽
光
シ
ス
テ
ム
設

置
補
助
事
業
　
な
ど

　
土
木
費
は
、
公
園
、
道
路
の

補
修
維
持
や
住
宅
の
整
備
に
か

か
る
経
費
で
す
。

・
公
園
管
理
事
業

・
道
路
新
設
改
良
事
業
（
歩
道

拡
幅
、
側
溝
新
設
）

・
東
毛
広
域
幹
線
道
路
事
業

・
歩
道
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業

・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
事
業

・
町
営
住
宅
改
修
等
事
業

・
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

　
な
ど

　
公
債
費
は
、
主
に
建
設
事
業

の
た
め
に
借
り
た
町
債
の
元
金

の
返
済
金
と
、
利
子
の
支
払
を

す
る
お
金
で
す
。

　
商
工
費
は
、
商
工
業
振
興
や

勤
労
者
福
祉
、
観
光
行
事
、
消

費
者
行
政
な
ど
に
使
用
さ
れ
る

経
費
で
す
。

・
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
商
店
街
魅

力
ア
ッ
プ
事
業

・
中
小
企
業
金
融
対
策
事
業

・
緊
急
雇
用
対
策
事
業

・
い
ず
み
の
杜
運
営
事
業

・
観
光
振
興
団
体
支
援
事
業

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
　
こ
の
ほ
か
に
、
消
防
費
、
議

会
費
、
農
林
水
産
業
費
、
諸
支

出
金
と
そ
れ
ぞ
れ
目
的
に
沿
っ

て
支
出
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
預
金
（
基
金
お
よ
び
有

価
証
券
）
は
、
前
年
度
よ
り
２

億
５
２
８
万
円
減
少
し
、
　
億
２６

９
３
３
７
万
８
０
０
０
円
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
借
入
金

（
町
債
）は
、
前
年
度
よ
り
１
０

５
４
万
７
０
０
０
円
減
少
し
、

　
億
４
１
８
１
万
１
０
０
０
円

８４と
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険

事
業
、
老
人
保
険
事
業
、
介
護

保
険
事
業
、
公
園
墓
地
事
業
、

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
、
下
水

道
事
業
、
水
道
事
業
）
の
歳
入

お
よ
び
歳
出
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

町
の
預
金
と

借
入
金

衛
生
費

土
木
費

公
債
費

商
工
費

～財政の健全化に関する指標を公表します～

■健全化判断比率

■資金不足比率

※実質赤字額、連結実質赤字額および資金不足額がないので「ー」

（該当なし）と表示しています

財政再生基準早期健全化基準大泉町指標

　　２０.００％　　１３.９４％　ー①実質赤字比率健
全
化
判
断
比
率

　　３５.００％　　１８.９４％　ー②連結実質赤字比率

　　３５.００％　　２５.００％　３.８％③実質公債費比率

　  ３５０.００％　１９.６％④将来負担比率

経営健全化基準大泉町特別会計名

２０.０％ー下水道事業特別会計

２０.０％ー水道事業会計

　地方公共団体は毎年度「健全化判断比率」を監査委員の審査

に付した上で議会に報告し、公表することが義務付けられてい

ます。本町の平成２２年度決算に基づく各指標は下記のとおり

で、いずれの指標も基準内でした。

民生費

総務費

教育費

衛生費

議会費土木費

公債費

商工費

消防費 農林水産業費

(30.2%) (13.8%) (13.7%) (11.7%)

852 826

(6.9%)(7.1%)

1,099 675

(5.7%)

57(0.5%)149(1.2%)

(26.6%) (12.1%)

716

(14.2%)

1,260 1,318 835

(5.9%)(10.9%)

157(1.3%) 

1,342

(11.1%)

70(0.6%)

1,465

(10.4%) (6.9%)

1,392

(9.2%)

3,210 1,709

3,600 1,644 1,631

0 8,0006,000 10,000 12,0004,0002,000

H21

H22

特
別
会
計
の

歳
入
・
歳
出
に
つ
い
て

■一般会計歳出の推移

単位：百万円（百万円未満は切り捨て）
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  公園墓地事業

そ　の　他
535万8,000円

  公 債 費   
5,405万7,000円

そ　の　他
356万5,000円

使用料および手数料
9,177万7,000円

年間使用水量使　用　栓　数給　水　人　口

551万弱17,312栓40,622人

水道事業概況（平成２２年度末現在）

  水道事業

■収益的収支

■資本的収支

　 特別損失 　
274万7,000円

　営業外費用　
4,282万円

　 営 業 費 用　
5億6,776万9,000円

　 営 業 外 収 益　  
726万円

  　 営 業 収 益　    
7億260万3,000円

　 出 資 金　
500万円

　国庫補助金　
1,000万円

　工事負担金　
1,247万2,000円

　 企 業 債 償 還 金 　 
1億9,023万円

   建 設 改 良 費    
2億3,028万3,000円

※収入が支出に不足する額は、損益勘定留保資金および積立金な

どで補てんしました。

  国民健康保険事業

　 そ の 他　
18億8,242万8,000円

国 庫 支 出 金
11億9,574万4,000円

国民健康保険税
11億2,374万2,000円

　 そ の 他　
11億2,050万3,000円

後期高齢者支援金
4億8,126万5,000円

保 険 給 付 費
22億5,998万5,000円

国保加入割合国  民  健  康  保  険町　　全　　体

36.0％国保世帯数　　　  6,256世帯総世帯数   17,387世帯

28.2％被保険者数 　　　 11,567人総人口    41,074人

―世帯構成  　　       　1.85人世帯構成     2.36人

国民健康保険加入状況

  後期高齢者医療事業

そ　の　他
2,101万4,000円

  納 付 金   
2億634万7,000円

そ　の　他
6,228万4,000円

  保 険 料   
1億6,952万1,000円

2,906人被　保　険　者　数

４２億１９１万４，０００円歳 入

２億３，１８０万５，０００円歳 入

２億２，７３６万１，０００円歳 出

９，５３４万２，０００円歳 入

７億９８６万３，０００円歳 入

６億１，３３３万６，０００円歳 出

２，７４７万２，０００円歳 入

４億２，０５１万３，０００円歳 出

５，９４１万５，０００円歳 出

利　　率未　償　還　額区　　　分

0.90～6.60％15億7,130万9,000円財 務 省

0.90～3.30％11億5,959万2,000円旧 郵 政 公 社

0.90～4.85％13億2,334万円地方公共団体金融機構

―40億5,424万1,000円計

下水道債の借入先別現在高構成

  下水道事業

  介護保険事業

  老人保健事業

そ　の　他
4,882万4,000円

総　務　費
7,629万4,000円

　 保 険 給 付 費　
16億9,836万9,000円

そ の 他
3億3,971万7,000円

介護保険料
3億6,577万1,000円

支払基金交付金
5億1,422万7,000円

国・県支出金
6億688万8,000円

  　　 諸 支 出 金　 　 　   
191万6,000円

老人保健受給対象者（平成１９年度末現在）

計社 会 保 険国 民 保 険
保険別

区分

2,696人468人2,228人対 象 者

被保険者数（平成22年度末現在）

計第２号被保険者第１号被保険者
種別

区分

21,410人14,511人6,899人被保険者数

　 総 務 費　
1億2,837万8,000円

　 公 債 費　
2億8,954万4,000円

　 事 業 費　
3億5,254万4,000円

 町 債  
1億6,110万円

 繰 越 金  
1,280万2,000円

　一般会計繰入金　
3億7,204万6,000円

　国・県支出金　
9,760万円

使用料、手数料および諸収入
1億2,209万5,000円

  受益者負担金   
2,090万円

７億７，０４６万６，０００円歳 出

７億８，６５４万３，０００円歳 入

１８億２，３４８万７，０００円歳 出

１８億２，６６０万３，０００円歳 入

１９１万６，０００円歳 出

１９１万６，０００円歳 入

特別会計歳入・歳出内訳

３８億６，１７５万３，０００円歳 出

　 そ の 他　
1万円

  繰 越 金   
190万6,000円

平成２２年度　決 算
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河
川
の
水
質
を
悪
化
さ
せ
る

大
き
な
原
因
は
、
私
た
ち
が
毎

日
の
生
活
の
中
で
未
処
理
の
ま

ま
排
出
す
る
生
活
雑
排
水
（
台

所
・
風
呂
・
洗
濯
な
ど
か
ら
の

排
水
）
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、

し
尿
と
生
活
雑
排
水
を
併
せ
て

処
理
す
る
た
め
、
単
独
処
理
浄

化
槽
に
比
べ
放
流
水
の
汚
れ
の

量
は
約
８
分
の
１
に
減
少
し
ま

す
。
こ
の
た
め
、
現
在
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
や
単
独
処

理
浄
化
槽
、 汲
 み
取
り
槽
を
撤

く

去
ま
た
は
再
利
用
し
、
新
た
に

合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
こ
と

（
転
換
）が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
き
れ
い
な
水
環
境
を
回

復
さ
せ
る
た
め
、
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
、
転
換
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
浄
化
槽
設
置
費
補
助
金
】

　
町
で
は
、
浄
化
槽
設
置
費
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、

住
宅
の
建
て
替
え
や
改
築
に
よ

る
転
換
も
補
助
対
象
と
な
り
ま

す
。　

□
対
象
　
町
内
の
下
水
道
認
可

区
域
以
外
の
地
域
で
、
個
人

の
居
住
用
（
店
舗
併
用
住
宅

の
場
合
、
住
宅
部
分
が
２
分

の
１
以
上
）
の
建
物
に
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
、
ま
た

は
転
換
を
す
る
人

□
補
助
金
額
　

・
５
人
槽（
床
面
積
１
３
０
釈

未
満
）…
　
万
４
０
０
０
円

１７

（
設
置
）、　

万
４
０
０
０
円

２７

（
転
換
）

・
７
人
槽（
床
面
積
１
３
０
釈

以
上
）…
　
万
５
０
０
０
円

２２

（
設
置
）、　

万
５
０
０
０
円

３２

（
転
換
）

・
　
人
槽
（
２
世
帯
住
宅
）
…

１０　
万
８
０
０
０
円
（
設
置
）
、

２９　
万
８
０
０
０
円
（
転
換
）

３９

※
転
換
の
場
合
、
県
か
ら
「
群

馬
エ
コ
補
助
金
」　

万
円
が
加

１０

算
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
環

境
課
へ
。

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
を

環
境
課
　
　
　
　
内
線
１
３
２

【
第
１
回
環
境
フ
ェ
ア
】

　
町
で
は
、「
こ
の
素
晴
ら
し
い

自
然
環
境
を
次
世
代
に
残
そ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
ご
み
の
減

量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
、
地
球
温

暖
化
対
策
に
関
す
る
取
り
組
み

の
紹
介
、
地
域
美
化
活
動
を
推

進
す
る
た
め
に
、「
第
１
回
環
境

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
ク
イ
ズ
に
答
え
る
と
リ
サ
イ

ク
ル
自
転
車
の
大
抽
選
会
に
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

□
日
時
　
　
月
６
日
掌
　
午
前

１１

９
時
　
分
～
午
後
３
時

３０

□
場
所
　
町
公
民
館
（
吉
田
２

第
１
回
環
境
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

環
境
課
　
　
　
　
内
線
１
３
２
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税金などの納期

平成２３年度下半期

　町税などは、町民の皆さんが健康

で豊かな暮らしができるように、町

が行ういろいろな事業の財源です。

　納税は納め忘れの心配のない、便

利な口座振替をご利用ください。申

し込みは収納課、または金融機関で

受け付けています。

　なお、町県民税、固定資産税、軽

自動車税、国民健康保険税は、コン

ビニエンスストアでも納付できま

す。（使用期限を過ぎた納付書やバー

コードのない納付書では納付できま

せんのでご注意ください）。

※詳しくは、収納課（内線１５４）へ。

納期限税目（納期）

１０月３１日捷

３期固定資産税

４期国民健康保険税

４期介護保険料

４期後期高齢者医療保険料

１１月３０日昌

３期町県民税

５期国民健康保険税

５期介護保険料

５期後期高齢者医療保険料

１２月２６日捷

４期固定資産税

６期国民健康保険税

６期介護保険料

６期後期高齢者医療保険料

平成２４年

１月３１日昇

４期町県民税

７期国民健康保険税

７期介護保険料

７期後期高齢者医療保険料

２月２９日昌

８期国民健康保険税

８期介護保険料

８期後期高齢者医療保険料

■税金など納期一覧

４
６
５
）

□
主
な
出
展
内
容

・
移
動
環
境
学
習
車
「
エ
コ

ム
ー
ブ
号
」
に
よ
る
動
く
環

境
教
室

・
ポ
イ
捨
て
防
止
ポ
ス
タ
ー
の

展
示
と
表
彰
式

・
保
育
園
児
、
児
童
に
よ
る
エ

コ
お
も
ち
ゃ
作
品
展

・
ソ
ー
ラ
ー
を
使
用
し
た
製
品

の
体
験
、
繰
り
返
し
使
え
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案

コ
ー
ナ
ー

・
動
物
無
料
相
談
会

・
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
展
示

コ
ー
ナ
ー

・
テ
レ
ビ
、
廃
タ
イ
ヤ
、
バ
ッ

テ
リ
ー
、
消
火
器
回
収
コ
ー

ナ
ー
（
有
料
）

・
廃
食
用
油
の
回
収
コ
ー
ナ
ー

・
緑
の
カ
ー
テ
ン
写
真
展
示
会

・
環
境
課
、
水
道
課
、
下
水
道

課
　
パ
ネ
ル
・
ク
イ
ズ
コ
ー

ナ
ー

・
わ
ん
わ
ん
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

コ
ー
ナ
ー
　
な
ど

※
展
示
内
容
は
、
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

【
町
内
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
】

　
町
内
５
か
所
の
ス
タ
ー
ト
地

点
か
ら
、
ご
み
を
拾
い
な
が
ら

ゴ
ー
ル
地
点
で
あ
る
青
少
年
広

場
を
目
指
す
町
内
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
を
同
日
開
催
し
ま
す
。

　
ご
み
拾
い
終
了
後
、
青
少
年

広
場
で
環
境
フ
ェ
ア
の
開
会
式

を
行
い
ま
す
。

　
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
町
に

す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
６
日
掌
　
午
前

１１

９
時
～
（
約
１
時
間
）

□
集
合（
出
発
）場
所
　
次
の
い

ず
れ
か
の
場
所

・
西
児
童
館
駐
車
場

・
城
之
内
公
園
東
側
駐
車
場

・
文
化
む
ら
北
側
駐
車
場

・
仙
石
森
ノ
前
公
園
東
側
駐
車

場
・
南
公
園
東
側
駐
車
場

□
町
内
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
の
流

れ
①
出
発
地
点
の
選
択
…
５
か
所

の
集
合
場
所
の
う
ち
、
出
発

す
る
場
所
を
選
び
ま
す

②
集
合
…
当
日
の
午
前
９
時
に

出
発
し
ま
す
の
で
、
時
間
に

遅
れ
な
い
よ
う
に
集
合
し
て

く
だ
さ
い
（
ご
み
袋
・
軍
手

を
用
意
し
ま
す
）

③
ご
み
拾
い
…
出
発
後
、
ご
み

拾
い
を
行
い
な
が
ら
午
前
　１０

時
ま
で
に
青
少
年
広
場
へ
集

合
し
、
指
定
さ
れ
た
場
所
に

ご
み
を
置
い
て
く
だ
さ
い

※
雨
天
（
小
雨
含
む
）
の
場
合

は
、
中
止
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
環
境
課
へ
。

昨年のクリーン大作戦
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■
新
築
住
宅
の
減
額
措
置

　
新
築
さ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て

は
、
新
築
後
一
定
期
間
の
固
定

資
産
税
が
２
分
の
１
に
減
額
さ

れ
ま
す
。

□
減
額
さ
れ
る
住
宅

①
専
用
住
宅
や
併
用
住
宅
（
居

住
部
分
の
割
合
が
２
分
の
１

以
上
）
で
あ
る
こ
と

②
床
面
積
が
　
㎡
（
一
戸
建
て

５０

以
外
の
賃
貸
住
宅
は
　
㎡
）

４０

以
上
２
８
０
㎡

以
下

□
減
額
さ
れ
る
期
間

・
一
般
住
宅
…
３
年
間（
長
期

優
良
住
宅
の
場
合
は
５
年
間
）

・
３
階
建
以
上
の
中
高
層
耐
火

住
宅
…
５
年
間
（
長
期
優
良

住
宅
の
場
合
は
７
年
間
）

※
長
期
優
良
住
宅
と
は
、「
長
期

優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」
に
規
定
す
る
認
定

長
期
優
良
住
宅
で
、
平
成
　
年
２４

３
月
　
日
ま
で
に
新
築
さ
れ
た

３１

住
宅
を
い
い
ま
す
。
長
期
優
良

住
宅
を
建
築
す
る
と
、
固
定
資

産
税
の
ほ
か
、
登
録
免
許
税
、

不
動
産
取
得
税
、
所
得
税
で
減

税
な
ど
の
特
例
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

□
減
額
さ
れ
る
範
囲
　
居
住
部

分
の
床
面
積
１
２
０
愛
ま
で

の
部
分

□
申
請
方
法

・
一
般
住
宅
…
町
が
行
う
新
築

調
査
時
に
申
告
す
る

・
長
期
優
良
住
宅
…
新
築
し
た

年
の
翌
年
の
１
月
　
日
ま
で

３１

に
必
要
書
類
を
添
え
て
申
告

す
る

□
長
期
優
良
住
宅
の
場
合
の
必

要
書
類

①
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
対
す

る
固
定
資
産
税
減
額
申
請
書

②
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
通
知

書
な
ど
の
写
し
（
長
期
優
良

住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
に
規
定
す

る
、
認
定
通
知
書
、
地
位
の

承
継
承
認
通
知
書
、
ま
た
は

変
更
認
定
通
知
書
の
い
ず
れ

か
の
写
し
）

■
住
宅
改
修
に
伴
う
減
額
措
置

　
次
の
い
ず
れ
か
の
改
修
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
を
満
た

す
場
合
は
、
申
告
（
原
則
と
し

て
改
修
後
３
か
月
以
内
）
に
よ

り
一
定
期
間
、
固
定
資
産
税
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

【
住
宅
耐
震
改
修
】

　
平
成
　
年
１
月
１
日
～
平
成

１８

　
年
　
月
　
日
ま
で
の
間
に
現

２７

１２

３１

行
の
耐
震
基
準
に
適
合
さ
せ
る

よ
う
一
定
の
改
修
工
事
を
行

い
、次
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

当
該
家
屋
（
１
２
０
㎡

相
当
分

ま
で
）
の
一
定
期
間
の
固
定
資

産
税
が
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
」
お
よ
び
「
省
エ
ネ
改
修

工
事
」
に
対
す
る
減
額
と
同
時

に
適
用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

□
要
件

①
昭
和
　
年
１
月
１
日
以
前
か

５７

ら
あ
る
住
宅

②
居
住
部
分
の
割
合
が
２
分
の

１
以
上

③
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
が

１
戸
あ
た
り
　
万
円
以
上

３０

□
改
修
完
了
時
期
と
減
額
期
間

・
平
成
　
年
～
　
年
中
…
３
年
間

１８

２１

・
平
成
　
年
～
　
年
中
…
２
年
間

２２

２４

・
平
成
　
年
～
　
年
中
…
１
年
間

２５

２７

□
必
要
書
類

①
耐
震
改
修
工
事
に
関
す
る
固

定
資
産
税
減
額
申
請
書

②
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工
事

で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
（
建

築
士
・
検
査
機
関
な
ど
が
発

行
し
た
地
方
税
法
施
行
規
則

に
基
づ
く
証
明
）

③
改
修
工
事
の
領
収
書
・
明
細

書
（
工
事
の
内
容
、
費
用
が

確
認
で
き
る
も
の
）

【
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
】

　
平
成
　
年
４
月
１
日
～
平
成

１９

　
年
３
月
　
日
ま
で
の
間
に
、

２５

３１

次
の
要
件
に
該
当
す
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
が
行
わ
れ
た
場

合
、
当
該
家
屋
（
１
０
０
㎡

相

当
分
ま
で
）
の
翌
年
度
分
の
固

定
資
産
税
が
３
分
の
１
減
額
さ

れ
ま
す
。
な
お
、「
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
」
に
対
す
る
減

額
は
、
１
戸
に
つ
き
１
度
の
適

用
と
な
り
ま
す
。

※「
新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
」

ま
た
は
「
耐
震
改
修
工
事
に
対

す
る
減
額
」
と
同
時
に
適
用
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
「
省
エ
ネ
改
修
工
事
」

を
同
年
に
行
っ
た
場
合
は
、
併

せ
て
適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

□
要
件

①
平
成
　
年
１
月
１
日
以
前
か

１９

ら
あ
る
住
宅
（
賃
貸
住
宅
は

除
く
）

②
各
種
補
助
金
な
ど
を
除
く
自

己
負
担
額
が
　
万
円
以
上

３０

で
、
次
の
改
修
工
事
を
行
っ

た
場
合

・
廊
下
、
出
入
り
口
の
拡
幅

・
階
段
の
勾
配
の
緩
和

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

税
務
課
　
　
　
　
内
線
１
５
８
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・
浴
室
の
改
良

・
ト
イ
レ
の
改
良

・
手
す
り
の
取
り
付
け

・
床
の
段
差
の
解
消

・
引
き
戸
へ
の
取
替
え

・
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

③
次
の
い
ず
れ
か
の
人
が
居
住

す
る
住
宅

・
　

歳
以
上
の
人

６５
・
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援

認
定
を
受
け
て
い
る
人

・
障
害
者

□
必
要
書
類

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
に

関
す
る
固
定
資
産
税
減
額
申

請
書

②
納
税
義
務
者
の
住
民
票
の
写

し
③
改
修
工
事
の
領
収
書
・
明
細

書
（
工
事
の
内
容
・
費
用
が

確
認
で
き
る
も
の
）

④
改
修
工
事
箇
所
の
図
面
・
工

事
写
真
（
改
修
前
・
改
修
後
）

⑤
住
宅
改
造
補
助
金
等
の
明
細

⑥
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
ま

た
は
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
の
写
し

【
省
エ
ネ
改
修
】

　
平
成
　
年
４
月
１
日
～
平
成

２０

　
年
３
月
　
日
ま
で
の
間
に
、

２５

３１

現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
さ

せ
る
よ
う
改
修
工
事
が
行
わ
れ

た
場
合
、
当
該
家
屋
（
１
２
０

㎡

相
当
分
ま
で
）
の
翌
年
度
分

の
固
定
資
産
税
が
３
分
の
１
減

額
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、「
省
エ
ネ
改
修
工
事
」

に
対
す
る
減
額
は
、
１
戸
に
つ

き
１
度
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

※「
新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
」

ま
た
は
「
耐
震
改
修
工
事
に
対

す
る
減
額
」
と
同
時
に
適
用
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
」
と
「
省
エ
ネ
改
修
工
事
」

を
同
年
に
行
っ
た
場
合
は
、
併

せ
て
適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

□
要
件

①
平
成
　
年
１
月
１
日
以
前
か

２０

ら
あ
る
住
宅
（
賃
貸
住
宅
は

除
く
）

②
居
住
部
分
の
割
合
が
２
分
の

１
以
上

③
省
エ
ネ
改
修
に
要
し
た
費
用

が
１
戸
あ
た
り
　
万
円
以
上

３０

で
、
次
の
改
修
工
事
を
行
っ

た
場
合

・
窓
の
断
熱
改
修
工
事
（
二
重

サ
ッ
シ
化
・
複
層
ガ
ラ
ス
化

な
ど
）

・
窓
の
断
熱
改
修
工
事
と
併
せ

て
行
う
床
、
天
井
ま
た
は
壁

の
断
熱
改
修
工
事

□
必
要
書
類

①
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
関
す
る

固
定
資
産
税
減
額
申
請
書

②
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
で
あ

る
こ
と
の
証
明
書（
建
築
士
・

検
査
機
関
な
ど
が
発
行
し
た

地
方
税
法
施
行
規
則
に
基
づ

く
証
明
）

③
改
修
工
事
の
領
収
書
・
明
細

書
（
工
事
の
内
容
・
費
用
が

確
認
で
き
る
も
の
）

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
資
産
税

係
へ
。

１０月から
　子ども手当の
制度が変わりました

　子ども手当の支給に関する「特別措置法」

が成立したため、子ども手当は１０月から支

給額や支給要件などが変わりました。

　引き続き、１０月以降の手当を受けるため

には、申請が必要です。手当の対象と思わ

れる人には１１月上旬に通知書を送付しま

すので、必ず手続きをお願いします。なお、

公務員は、勤務先で手続きしてください。

【１０月から平成２４年３月までの子ども手当】

□支給対象　日本国内に居住し支給対象と

なる子どもを養育している人

□支給対象となる子ども　日本国内に居住

する（留学の場合などは除く）０歳～１５歳

到達後最初の３月３１日までの子ども

□所得制限　なし

□支給金額（子ども１人当たりの月額）

・０歳～３歳未満…１５,０００円

・３歳～小学校修了前（第１・２子）…１０,０００円

・３歳～小学校修了前（第３子以降）…１５,０００円

・中学生…１０,０００円

□支給月

・平成２４年２月（１０月分～平成２４年１月

分）

・平成２４年６月（平成２４年２月分～３月

分）

□主な支給要件の変更

・支給対象となる子どもに国内居住要件を

設ける（留学などの場合は除く）

・児童養護施設などに入所している子ども

については、施設の設置者などに手当を

支給

・未成年後見人や父母指定者（父母などが

国外にいる場合のみ）へ、父母と同様の

要件で手当を支給

□注意事項

・単身赴任でお子さんと別に暮らす場合な

どで通知書が届かない場合は、お問い合

わせください

・「特別措置法」は平成２４年３月までの暫

定的な法律のため、４月以降の手当につ

いて、詳細は未定です

※詳しくは、子育て支援課（緯５５・２６３１）

へ。
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老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
に
よ

り
「
雑
所
得
」
と
し
て
課
税
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
支
払
わ
れ
る
年

金
か
ら
各
種
の
控
除
を
行
い
、
残

り
の
額
か
ら
所
得
税
が
差
し
引
か

れ
る
し
く
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
種
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
毎
年
　
月
下
旬
か
ら
　
月
上

１０

１１

旬
に
か
け
て
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
ら
れ
る「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
期
限

ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
が
送

ら
れ
る
老
齢
年
金
受
給
者
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

・
　
歳
以
上
で
１
５
８
万
円
以
上

６５の
年
金
を
受
け
て
い
る
人

・
　
歳
未
満
で
１
０
８
万
円
以
上

６５の
年
金
を
受
け
て
い
る
人

　
こ
の
申
告
書
を
提
出
し
な
い

と
、
扶
養
控
除
な
ど
の
控
除
が
受

け
ら
れ
ず
、
公
的
年
金
控
除
の
額

も
定
率（
年
金
の
支
給
額
の
　
％
）

２５

と
な
り
、
税
金
が
多
く
徴
収
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

に
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の

で
、
こ
れ
ら
を
受
給
し
て
い
る
人

に
は
扶
養
親
族
等
申
告
書
は
送
ら

れ
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

緯
　
・
６
７
０
０
・
１
１
６
５
）

０３
へ
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
ご

み
と
し
て
出
さ
れ
た
家
具
な
ど
を

補
修
し
、展
示
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
抽
選
で
の
販
売
と
な
り
ま
す
の

で
、
抽
選
申
込
期
間
に
、
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

□
抽
選
申
込
期
間
　
毎
月
１
日
～

７
日
　
午
前
９
時
～
　
時
　

１１

３０

分
、午
後
１
時
　
分
～
４
時（
土

３０

曜
日
の
午
後
、
日
曜
日
、
祝
日

お
よ
び
年
末
年
始
は
休
館
）

□
抽
選
日
時
　
毎
月
第
２
月
曜
日

午
前
９
時
～
（
休
館
日
の
場
合

は
、
翌
日
）

□
場
所
　
太
田
市
外
三
町
広
域
清

掃
組
合
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
太
田
市
細
谷
町
６
０
４
の
１
）

□
販
売
品
目
　
家
具
類
（
自
転
車

類
に
つ
い
て
は
、
当
面
の
間
被

災
地
に
送
る
た
め
抽
選
販
売
な

し
）

□
対
象
　
次
の
３
つ
の
条
件
を
全

て
満
た
す
人

・
大
泉
町
・
太
田
市
・
邑
楽
町
・

千
代
田
町
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

・
　
歳
以
上
の
人

１８
・
営
業
目
的
で
な
い
人

□
購
入
点
数
　
１
人
２
点
ま
で

□
注
意
事
項

・
再
生
品
の
た
め
、
多
少
の
傷
、

汚
れ
な
ど
が
あ
り
ま
す

・
購
入
後
の
返
品
、
返
金
は
受
け

付
け
ま
せ
ん

・
引
取
期
間
は
、
抽
選
日
の
同
一

週
の
土
曜
日
ま
で
と
な
り
ま
す

・
購
入
品
の
搬
出
、
運
搬
に
つ
い

て
は
、
自
己
負
担
、
自
己
責
任

で
お
願
い
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
太
田
市
外
三
町
広

域
清
掃
組
合
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

へ
。

　
町
で
は
、
緑
化
推
進
事
業

の
一
環
と
し
て
、
第
　
回
産

１５

業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い

て
、
緑
の
募
金
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
人
先
着
２
０
０

人
に
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗

木
を
配
布
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午

１０

３０

前
　
時
～
午
後
３
時
（
苗

１０
木
が
終
わ
り
し
だ
い
終
了
）

□
場
所
　
御
正
作
公
園
（
朝

日
４
の
７
の
１
）

□
対
象
　
当
日
、
募
金
を
し

て
い
た
だ
い
た
人

※
詳
し
く
は
、
都
市
整
備
課

都
市
整
備
係（
内
線
２
０
７
）

へ
。 緑

化
推
進
事
業

（
緑
の
募
金

苗
木
配
布
）

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

緯
０
５
７
０
・
　
・
 １
  １
  ６
  ５
 

イ
 
イ
 
ロ
ウ
 
ゴ

０５

期
限
ま
で
に
扶
養
親
族
等

申
告
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

【第１５回産業フェスティバル】

□日時　１０月３０日掌　午前１０

時～午後３時

□場所　御正作公園（朝日４－７

－１）

□内容

・町内業者による製造品、取扱

品の展示販売

・町観光協会主催「スタンプラ

リー」抽選会

・来場者へのサービスイベント

・気球・ふれあい動物園　ほか

※詳しくは、町商工会（緯６２・

４３３４）へ。

【秋のいずみの杜まつり２０１１】

□日時　１０月３０日掌　午前１０

時～午後３時

□場所　いずみの杜ラウンジ・多

目的ホール（朝日４－７－１）

□内容　鉄道模型の展示やフワ

フワ（子ども向け巨大遊具）

での遊び、模擬店（らくがき

せんべい、ヨーヨーつりなど）

※詳しくは、いずみの杜（緯２０・

００３５）へ。

産業フェスティバル＆
秋のいずみの杜まつり

２０１１

太
田
市
外
三
町
広
域
清
掃
組
合
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
　
緯
　
・
７
９
８
０

３３

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
再
生
品
販
売
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【町内の放射線量の測定】

　町では、町内の公共施設などにおいて屋

外の空間放射線量の測定を実施していま

す。測定の結果、線量低減策を実施する場

合の基準値「１.０マイクロＳｖ／時」を大

きく下回っています。

□測定機器　環境放射線モニタＲａｄｉ

（ＰＡ－１０００）

□測定日　９月７日～２７日

□測定場所　町内公共施設など５０地点

□測定値

・最大値…０.１６５マイクロＳｖ／時

・最小値…０.０５４マイクロＳｖ／時

※測定機器は簡易な機器ですので、高めの

値を表示する傾向があります。詳細は、町

ホームページをご覧ください。

【水道水の安全性】

　９月２０日に町内２か所の浄配水場で放

射性物質の検査を行った結果、放射性物質

は検出されませんでした。

　また、町が水道水の一部供給を受けてい

る東部地域水道事務所（千代田町）で、９

月３０日に県が行った測定結果でも、放射性

物質は検出されず、飲用に支障がないこと

が確認されています。

【被災者への支援】

□義援金総額　１,４９０万２,６９５円

□避難者受入件数　６世帯２２人（長沼町営

住宅）

東日本大震災関連情報
９月３０日現在

　
世
代
や
性
別
、
国
な
ど
を
越
え

て
理
解
し
合
う
こ
と
を
目
的
に
、

年
齢
や
国
籍
の
異
な
る
人
た
ち

が
、
貴
重
な
体
験
や
意
見
を
発
表

し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
５
日
　
　
午
前
　

１１

（土）

１０

時
～
　
時
　
分

１１

３０

□
場
所
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル
（
吉

田
２
４
６
５
）

□
発
表
者
　
町
内
各
中
学
校
、
大

泉
高
校
、
西
邑
楽
高
校
の
生
徒

や
高
齢
者
、
外
国
人
な
ど

□
費
用
　
無
料

※
希
望
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、

大
泉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
梅
澤
さ
ん

へ
。
　　

中
退
共
制
度
（
中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度
）
は
、
中
小
企
業
で

働
く
従
業
員
の
た
め
の
退
職
金
制

度
で
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
・
掛
金
は
税
法
上
、
損
金
ま
た
は

必
要
経
費
と
し
て
全
額
非
課
税

に
な
り
ま
す

・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
は
、
通

常
の
従
業
員
よ
り
低
い
掛
金
で

も
加
入
で
き
ま
す

※
詳
し
く
は
、
町
商
工
会
へ
。

　
　
日
東
電
機
製
作
所
で
は
、

（株）
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
目
的
と
し
た
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
６

１０

２９

（土）

時
　
分
開
演（
午
後
６
時
開
場
）

３０

□
場
所
　
　
日
東
電
機
製
作
所

（株）

「
日
東
イ
ー
ツ
ー
」（
太
田
市
吉

沢
町
１
０
３
０
　
太
田
リ
サ
ー

チ
パ
ー
ク
内
）

□
内
容
　
城
代
さ
や
香
に
よ
る
珠

玉
の
ひ
と
と
き

□
費
用
　
無
料
（
町
の
福
祉
に
役

立
て
る
た
め
に
、
家
で
使
わ
な

い
タ
オ
ル
や
せ
っ
け
ん
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、　

日
東
電
機
製
作

（株）

所
へ
。

　親子のふれあいの中で火災予防を学んで

いただく教室です。

□日時　１１月６日掌　午前９時３０分～１１

時３０分（雨天中止）

□場所　大泉消防署（寄木戸６１４－１）

□内容　レスキュー体験、ミニ消防車搭乗

体験など

□対象　町内の親子

□費用　無料

※希望者は、当日、直接会場へお越しくだ

さい。詳しくは、大泉消防署総務予防係

（緯６２・３１１９）へ。

親子消防体験教室

　
菊
花
愛
好
者
が
丹
精
こ
め

て
慈
し
み
育
て
た
数
々
の
名

花
が
今
年
も
花
開
き
ま
す
。

□
期
間
　
　
月
　
日
晶
～
　

１０

２８

１１

月
　
日
捷

１４

□
場
所
　
い
ず
み
の
杜
（
朝

日
４
の
７
の
１
）

□
販
売

・
小
菊
・
草
花
…
　
月
　
日

１０

２８

晶
～
　
月
　
日
捷
　
午
前

１１

１４

９
時
～
午
後
４
時

・
だ
る
ま
・
福
助
・
切
花
…
　１１

月
３
日
昭
　
午
後
１
時
～

４
時

※
詳
し
く
は
、
大
泉
町
菊
花

会
会
長
鈴
木
正
雄
さ
ん
（
緯

　
・
１
２
０
９
）
へ
。

６３ 大
泉
町
菊
花
大
会

町
商
工
会
　
　
緯
　
・
４
３
３
４

６２

退
職
金
づ
く
り
は
中
退
共
で

叙
日
東
電
機
製
作
所

緯
　
・
５
２
０
０

４０
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

大
泉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
　
梅
澤
さ
ん

緯
　
・
４
０
１
５

６２
第
７
回
大
泉
町
世
代
間

交

流

意

見

発

表

会

■会場位置図

昨年の様子
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【
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
】

　
上
州
太
田
ス
バ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の

開
催
に
伴
い
、
交
通
規
制
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
大
会
当
日
は
、
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
交
通
規
制
　
　
月
　
日
　
　
午

１０

２３

（日）

前
７
時
　
分
～
　
時
　
分

５０

１０

２０

□
主
な
交
通
規
制
時
間
（
予
定
）

・
午
前
７
時
　
分
頃
～
　
時
　
分

５０

１０

２０

頃
…
太
田
市
運
動
公
園
周
辺

・
午
前
８
時
　
分
頃
～
９
時
　
分

１５

４０

頃
…
小
舞
木
町
～
内
ヶ
島
北

・
午
前
８
時
　
分
頃
～
８
時
　
分

２０

５０

頃
…
内
ヶ
島
北
～
石
原
南

・
午
前
８
時
　
分
頃
～
９
時
５
分

２５

頃
…
石
原
南
～
東
金
井

・
午
前
８
時
　
分
頃
～
９
時
　
分

３０

２５

頃
…
東
金
井
～
東
本
町

・
午
前
８
時
　
分
頃
～
９
時
　
分

４０

３０

頃
…
東
本
町
～
内
ヶ
島
北

※
詳
し
く
は
、
太
田
市
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ
。

【
広
域
公
共
バ
ス
「
あ
お
ぞ
ら
」
の

一
部
バ
ス
停
が
ご
利
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
】

　
交
通
規
制
中
は
、
広
域
公
共
バ

ス
「
あ
お
ぞ
ら
」
を
一
部
迂
回
運

行
す
る
た
め
、
次
の
バ
ス
停
が
ご

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

□
迂
回
す
る
便
　
午
前
８
時
　
分
２０

「
本
島
病
院
前
」
発
「
千
代
田
町

役
場
前
」
行
き
（
下
り
）

□
利
用
で
き
な
く
な
る
バ
ス
停
　

午
前
８
時
　
分
発
着
「
運
動
公

４３

園
野
球
場
前
」
、
午
前
８
時
　４７

分
発
着
「
い
ず
み
」
、
午
前
８

時
　
分
発
着
「
老
人
セ
ン
タ
ー

４８
入
口
」

※
交
通
規
制
の
影
響
に
よ
り
、
運

行
が
遅
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
企
画
課
（
内
線
２
１
７
）
へ
。

　　
太
田
市
お
よ
び
東
毛
地
域
人
権

啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

で
は
、
地
域
人
権
啓
発
活
動
活
性

化
事
業
の
一
環
と
し
て
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
講
演
会
の
入
場
に
は
、
事
前
に

配
布
す
る
整
理
券
が
必
要
で
す
。

【
女
と
男
の
共
生
セ
ミ
ナ
ー
　
杉

尾
秀
哉
講
演
会
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
１

１１

２０

（日）

時
　
分
～
３
時

３０

□
場
所
　
太
田
市
学
習
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
ホ
ー
ル
（
太
田
市

飯
塚
町
１
５
４
９
の
２
）

□
演
題
　
男
女
共
同
参
画
社
会
実

現
の
先
に
～
仕
事
と
家
庭
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
は
ど
う
変
わ
る

の
か
～

□
整
理
券
配
布
場
所
　
役
場
総
合

案
内
、
太
田
市
市
民
活
動
支
援

課
、
太
田
市
内
の
各
行
政
セ
ン

タ
ー
な
ど

□
整
理
券
配
布
開
始
日
　
　
月
　

１０

２０

日
　（木）

【
託
児
】

□
対
象
　
１
歳
～
就
学
前
の
児
童

□
申
込
方
法
　
太
田
市
市
民
活
動

支
援
課
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
　
月
７
日
　

１１

（月）

【
共
通
事
項
】

□
費
用
　
無
料

※
就
学
前
の
児
童
は
、
講
演
会
へ

入
場
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

太
田
市
市
民
活
動
支
援
課
へ
。

　　
長
年
使
用
し
て
い
る
暖
房
器
具

（
電
気
毛
布
・
電
気
ミ
ニ
マ
ッ
ト
・

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
）
で
、
経
年
劣

化
が
原
因
の
火
災
事
故
が
起
き
て

い
ま
す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
日
頃
か
ら
製
品
と
そ
の
周
辺

の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら

使
用
を
中
止
し
、
販
売
店
、
ま
た

は
メ
ー
カ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

□
暖
房
器
具
の
チ
ェ
ッ
ク

・
表
面
に
傷
や
破
れ
が
あ
っ
た
り

内
部
に
露
出
し
て
ヒ
ー
タ
ー
線

が
見
え
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
？

・
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
暖
か
く

な
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

・
電
源
コ
ー
ド
や
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
が
熱
か
っ
た
り
、
臭
い
が

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
踏
ん
だ
り

強
い
衝
撃
を
与
え
て
い
ま
せ
ん

か
？

※
詳
し
く
は
、　

日
本
電
機
工
業

（社）

会
へ
。

太
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

緯
　
・
８
１
１
８

４５
上
州
太
田
ス
バ
ル
マ
ラ
ソ
ン

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

鋤
日
本
電
気
工
業
会

緯
　
・
３
５
５
６
・
５
８
８
７

０３
電

気

暖

房

器

具

を

使

用

す
る

皆

さ
ん
へ

働く男の
フットサル教室

　
町
で
は
、
働
き
盛
り
の
男

性
を
対
象
に
し
た
「
働
く
男

の
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
ボ
ー
ル
を
蹴
り
な
が
ら
、

日
々
の
運
動
不
足
を
楽
し
く

解
消
す
る
教
室
で
す
。
日
頃

運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る
人

や
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
た

い
人
な
ど
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
フ
ッ
ト
サ
ル
未
経
験
者
も

大
歓
迎
で
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
昭
、　

１１

１７

２４

日
昭
　
午
後
７
時
　
分
～

３０

９
時
　
分
３０

□
場
所
　
北
中
学
校
体
育
館

（
城
之
内
２
の
　
の
１
）

２４

□

内

容
　
フ

ッ

ト

サ

ル

（
ボ
ー
ル
を
蹴
り
な
が
ら

楽
し
く
体
を
動
か
せ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
予
定
）

□
講
師
　
岩
尾
信
明
さ
ん

（
元
フ
ッ
ト
サ
ル
群
馬
県

太
田
市
市
民
活
動
支
援
課

緯
　
・
１
８
９
７

４７
女
と
男
の
共
生
セ
ミ
ナ
ー

杉

尾

秀

哉

講

演

会

東金井

石原南

小舞木町

内ヶ島北

追分

東本町

安良岡北

407

122
おおた

にらがわ

りゅうまい

N

富士重工業

富士重工業

スタート
ゴール

■マラソンコース
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町
内
の
保
育
園
で
は
、
平
成
　２４

年
度
の
保
育
園
児
を
募
集
し
ま

す
。

□
町
内
の
保
育
園

・
南
保
育
園

・
北
保
育
園

・
西
保
育
園

・
み
よ
し
保
育
園

・
坂
田
保
育
園

・
エ
ン
ゼ
ル
保
育
園

□
入
園
資
格
　
町
内
に
住
所
を
有

し
、
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
こ
と

・
家
庭
内
外
で
仕
事
を
し
て
い
る

・
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
が
な

い
・
長
期
間
、
病
気
や
け
が
ま
た
は

心
身
に
障
害
を
有
し
て
い
る

・
長
期
間
、
病
気
や
心
身
に
障
害

の
あ
る
同
居
の
親
族
を
常
時
介

護
し
て
い
る

・
家
庭
に
災
害
が
あ
り
、
復
旧
に

あ
た
っ
て
い
る

□
対
象
　
各
保
育
園
と
も
０
歳
児

か
ら
就
学
前
の
児
童

□
申
込
方
法
　
所
定
の
保
育
園
入

園
申
込
書
、
就
労
証
明
書
、
そ

の
他
必
要
書
類
と
併
せ
て
子
育

て
支
援
課
へ
提
出
す
る

□
申
込
期
間
　
　
月
１
日
　
～
　

１１

（火）

３０

日
　（水）

※
詳
し
く
は
、子
育
て
支
援
課
へ
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１２

１８

（日）

□
行
き
先
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
（
千
葉
県
浦
安
市
）

□
対
象
　
県
内
在
住
の
母
（
父
）

子
家
庭
の
母
（
父
）
と
高
校
生

以
下
の
子
ど
も
、
お
よ
び
寡
婦

□
定
員
　
親
子
合
わ
せ
て
３
０
０

人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

□
乗
車
場
所
　
太
田
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
、
館
林
市
役
所
ほ
か

□
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
住

所
、
電
話
番
号
、
参
加
者
全
員

の
氏
名
、
年
齢
、
希
望
乗
車
地

お
よ
び
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
と
記
入
の
上
、　

県
母
子
寡

（財）

婦
福
祉
協
議
会
（
〒
　
０
８
４

３７１

３
　
前
橋
市
新
前
橋
町
　
の
１３

　
）
へ
郵
送
で
申
し
込
む

１２
□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　
　
必

１１

２８

（月）

着
□
費
用
（
バ
ス
代
・
保
険
料
・
パ

ス
ポ
ー
ト
代
）

・
母
（
父
）・
中
学
生
・
高
校
生
・

寡
婦
…
７
０
０
０
円

・
幼
児
・
小
学
生
…
５
０
０
０
円

・
３
歳
以
下
の
乳
幼
児
…
１
０
０

０
円

※
乗
車
時
間
な
ど
詳
細
は
、
当
選

者
に
直
接
連
絡
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、　

県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

（財）

へ
。

選
抜
）

□
対
象
　
町
内
在
住
の
成
人

男
性
（
何
ら
か
の
フ
ッ
ト

サ
ル
チ
ー
ム
に
属
し
、
習

慣
的
に
フ
ッ
ト
サ
ル
を
し

て
い
る
人
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な

２０

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り

課
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
む

□
持
参
す
る
物
　
運
動
の
で

き
る
服
装
・
上
履
き
用
の

運
動
靴
・
タ
オ
ル
・
飲
み

物
□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り

課
（
緯
　
・
２
１
２
１
）
へ
。

６２

県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

緯
０
２
７
・
２
５
５
・
６
６
３
６

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

ツ

ア

ー

参

加

者

　町では、人権意識の向

上と差別の解消に向け、

町ぐるみ人権教育推進大

会を開催します。

□日時　１１月１６日昌　

午後１時３０分～

□場所　文化むら大ホー

ル棟（朝日５－２４－

１）

□内容

・町内３中学校代表生徒による人権作文の

発表

・町内小・中学校児童生徒人権啓発作品展

示（展示コーナー）

・講演会　講師…金　美齢さん、テーマ…

「２１世紀の提言　新しい世代を育てる」

□対象　どなたでも参加できます

□定員　２００人（定員になりしだい締め切り）

□申込方法　生涯学習課へ直接、電話、ま

たはＦＡＸ（６３・７９２８）で申し込む（Ｆ

ＡＸで申し込む場合は名前、電話番号を

明記する）

□費用　無料

※大会内容については、手話通訳がありま

す。詳しくは、生涯学習課（内線３０５）へ。

町ぐるみ人権教育推進大会

講師

 金 　 美  齢 さん
きん び れい

□日時　１１月５日松　午前８時役場集合・

出発

□見学場所　東京国立博物館（東京都台東

区）

□対象　町内在住、または在勤の小学生以

上の人（小学生は、父兄同伴）

□定員　２５人（定員になりしだい締め切り）

□申込方法　スポーツ文化振興課へ参加費

を添えて、直接申し込む（電話による申

し込みはできません）

□申込開始日　１０月１４日晶

□費用　大人１人７００円、小・中・高校生

１人１００円（入館料および保険料）

※詳しくは、スポーツ文化振興課（内線

３０４）へ。

参加者募集 大泉町歴史教室
子
育
て
支
援
課
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５

保

育

園

児
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我
が
国
の
少
子
・
高
齢
化
社
会

に
お
い
て
、
高
齢
者
が
安
心
で
快

適
な
生
活
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

や
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
被

害
を
最
小
化
で
き
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
た
め
に
は
、
人
々

の
 絆
 や
つ
な
が
り
を
し
っ
か
り
し

き
ず
な

た
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
の
た
め
、
ま
ち
づ
く
り

月
間
実
行
委
員
会
で
は
、「
地
域
で

支
え
る
　
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
」
の
標
語
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

□
応
募
方
法
　
は
が
き
に
、住
所
、

電
話
番
号
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
職
業
（
学
校
名
・
学
年
）、

応
募
部
門
（
一
般
の
部
、
児
童
・

生
徒
の
部
）、ま
ち
づ
く
り
標
語

を
記
入
の
上
、　

都
市
計
画
協

（財）

会
　
ま
ち
づ
く
り
月
間
実
行
委

員
会
標
語
募
集
係
（
〒
　
０
０

１０２

９
４
　
東
京
都
千
代
田
区
紀
尾

井
町
３
の
　
）
へ
郵
送
す
る

３２

□
応
募
期
限
　
　
月
　
日
　
　
消

１２

３１

（土）

印
有
効

□
賞
　
一
般
の
部
、
児
童
・
生
徒

の
部
（
中
学
生
以
下
）
そ
れ
ぞ

れ
国
土
交
通
大
臣
賞
１
点
（
賞

状
と
副
賞
）
他
２
賞

□
発
表
　
平
成
　
年
５
月
に
受
賞

２４

者
に
直
接
通
知
し
ま
す

□
注
意
事
項

・
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の

で
、
は
が
き
に
よ
る
応
募
に
限

り
ま
す

・
１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す

が
、
は
が
き
１
枚
に
つ
き
作
品

は
１
点
限
り
と
し
ま
す（
児
童
、

生
徒
の
部
に
つ
い
て
は
、
学
校

で
同
形
状
の
用
紙
を
使
用
し
、

ま
と
め
て
応
募
で
き
ま
す
）

・
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
応
募

者
に
帰
属
し
ま
す
が
、
ま
ち
づ

く
り
月
間
実
行
委
員
会
は
、
受

賞
作
品
に
つ
い
て
次
年
度
以
降

の
「
ま
ち
づ
く
り
月
間
」
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
自
由
に
活

用
で
き
る
も
の
と
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、県
都
市
計
画
課
へ
。

【
中
学
校
家
庭
教
育
学
級
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
　

１１

２５

（金）

１０

時
～
正
午

□
場
所
　
町
公
民
館
２
階
大
会
議

室
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
何
の
た
め
に
勉
強
す
る

の
か

□
講
師
　
福
田
一
男
氏
（
元
太
田

市
立
商
業
高
校
長
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

３０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

１７

（木）

【
成
人
教
養
講
座
】

□
日
時
　
　
月
６
日
　
、　

日
　

１２

（火）

１３

（火）

午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
文
化
む
ら
小
ホ
ー
ル

（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
内
容
　
衣
装
か
ら
知
る
歌
舞
伎

の
魅
力

□
講
師
　
松
本
　
實
氏（
歌
舞
伎
・

時
代
衣
装
考
証
家
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

７０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

２９

（火）

【
共
通
事
項
】

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
申
込
方
法
　
町
公
民
館
内
学
級

事
務
室
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
む
（
平
日
　
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
受
付
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
町
公
民
館
内
学
級

事
務
室
へ
。

　
シ
ニ
ア
い
き
い
き
運
動
塾
は
、

高
齢
者
を
対
象
に
足
腰
を
丈
夫
に

し
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
元
気

で
い
ら
れ
る
た
め
の
教
室
で
す
。

　
最
近
、
つ
ま
ず
く
こ
と
が
多
く

な
っ
た
り
、
足
腰
の
痛
み
を
感
じ

た
り
し
て
い
る
人
や
、
骨
密
度
が

低
く
て
気
に
な
っ
て
い
る
人
な
ど

も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
日
時
 

　
月
２
日
　
、
９
日

１１

（水）

　
、　
日
　
　
午
後
１
時
　
分
～

（水）

１６

（水）

３０

　
３
時
　
分
３０

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
足
腰
を
丈
夫
に
す
る
た

め
の
運
動
（
水
戸
黄
門
体
操
な

ど
）

□
講
師
　
慶
友
整
形
外
科
病
院
理

学
療
法
士
や
健
康
運
動
実
践
指

導
者

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
人

６５

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ

直
接
、ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

□
持
参
す
る
物
　
動
き
や
す
い
服

装
・
運
動
の
で
き
る
上
履
き
・

タ
オ
ル
・
飲
み
物
（
水
分
補
給

の
た
め
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課
へ
。

第
　
回
１５
　
群
馬
銀
行

環
境
財
団
賞

　
除
群
馬
銀
行
環
境
財
団
で

は
、
自
然
環
境
・
生
活
環
境

の
保
全
活
動
お
よ
び
調
査
研

究
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、

第
　
回
群
馬
銀
行
環
境
財
団

１５
賞
を
募
集
し
、
優
れ
た
実
践

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
団

体
・
個
人
の
皆
さ
ん
を
表
彰

し
、助
成
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

□
テ
ー
マ

・
地
球
環
境
や
生
態
系
を
守

る
た
め
の
身
近
な
実
践
活

動
、
研
究
、
提
案
な
ど

・
省
エ
ネ
、
特
に
節
電
に
関

す
る
身
近
な
実
践
活
動
、

工
夫
、
提
案
な
ど

□
応
募
資
格
　
県
内
の
営
利

を
目
的
と
す
る
事
業
活
動

を
行
わ
な
い
法
人
・
団
体

お
よ
び
個
人
（
小
・
中
学

校
、
中
等
教
育
学
校
、
高

校
、
特
別
支
援
学
校
は
除

く
）

□
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に

応
募
者
の
名
称
（
団
体
名

ま
た
は
個
人
名
）、代
表
者

の
氏
名
（
団
体
・
法
人
の

場
合
）
、
所
在
地
（
個
人
の

場
合
は
住
所
）
、
電
話
番

号
、
応
募
テ
ー
マ
を
記
入

町
公
民
館
内
学
級
事
務
室

緯
　
・
２
５
４
２

６２
生

涯

学

習

講

座

健
康
づ
く
り
課

緯
　
・
２
１
２
１

６２
シ
ニ
ア
い
き
い
き
運
動
塾

県
都
市
計
画
課

緯
０
２
７
・
２
２
６
・
３
６
６
５

第
　
回
ま
ち
づ
く
り
標
語
懸
賞

２９
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□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
　

１１

１５

（火）

１０

時
～
午
後
１
時

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
調
理
実
習
「
減
塩
で
お

い
し
い
メ
ニ
ュ
ー
」、
試
食
、
栄

養
の
話

□
講
師
　
管
理
栄
養
士
・
保
健
師

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

３０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ

直
接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込

む
□
持
参
す
る
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課
へ
。

　
町
で
は
、
う
つ
や
不
眠
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
問
題

に
つ
い
て
悩
み
ご
と
の
あ
る
人
を

対
象
に
し
た
、
医
師
に
よ
る
個
別

の
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
９
日
　
　
午
後
１

１１

（水）

時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
担
当
　
つ
つ
じ
メ
ン
タ
ル
ホ
ス

ピ
タ
ル
　
後
藤
幸
彦
先
生

□
申
込
方
法
　
福
祉
課
へ
電
話
で

申
し
込
む
（
予
約
制
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
へ
。

　
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
９
日
　
　
午
前
　

１１

（水）

１０

時
　
分
～
正
午
（
受
付
）

１０

□
場
所
　
館
林
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
館
林
市
苗
木
町
２
４
５

１
の
１
　
緯
　
・
７
１
１
１
）

７５

□
相
談
科
目
　
整
形
外
科

□
相
談
内
容

・
補
装
具
の
判
定

・
身
体
障
害
者
に
関
す
る
各
種
の

相
談

□
申
込
方
法
　
福
祉
課
へ
直
接
、ま

た
は
電
話
で
申
し
込
む
（
予
約

制
）

□
持
参
す
る
物
　
印
鑑
、
身
体
障

害
者
手
帳

□
費
用
　
無
料

※
障
害
が
重
い
な
ど
の
理
由
で
会

場
に
来
所
で
き
な
い
人
に
つ
い
て

は
、在
宅
訪
問
診
査
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
課
へ
。

□
財
政
調
整
基
金

・
３
万
円
　
　
　
　
　
子
安
靖
孝

・
２
万
円
　
　
　
　
　
横
堀
敏
幸

□
福
祉
基
金

・
２
万
８
８
６
円

　
　
　
え
の
き
こ
ど
も
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

し
、
活
動
内
容
と
写
真
・

機
関
誌
・
研
究
報
告
な
ど

の
資
料
を
添
え
て
、
除
群

馬
銀
行
環
境
財
団
（
〒
　３７１

０
８
４
６
　
前
橋
市
元
総

社
町
１
７
１
の
１
）
へ
提

出
す
る

□
応
募
期
限
　
　
月
６
日
昇

１２

□
選
考
方
法
　
平
成
　
年
３

２４

月
の
除
群
馬
銀
行
環
境
財

団
役
員
会
で
決
定

□
表
彰
　
１
先
　
万
円
（
７

１０

先
以
内
）
を
贈
呈

※
応
募
用
紙
は
、
除
群
馬
銀

行
環
境
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.g
ung
inka
nkyo

.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
除
群

馬
銀
行
環
境
財
団
（
緯
０
２

７
・
２
５
５
・
６
１
６
０
）

へ
。

○  町民相談
□日時　月～金曜日　午前８時３０分～
午後５時１５分
□場所　町民相談室（役場内）
□内容　行政に対する苦情や要望、
日常生活上の悩みごとや困りごと
※フリーダイヤル　緯０１２０・００１３０４

○ 法律相談
□日時　１０月２７日(木)・１１月１０日（木）　
午前１０時３０分～午後３時３０分

□場所　町民相談室（役場内）
□担当者　顧問弁護士
※相談希望の人は、予約が必要なた
め、あらかじめ町民相談室(内線１３０)
へ。

○ 人権・行政相談
□日時　１１月８日(火)　午後１時３０分～
午後４時
□場所　役場３階第１小会議室
□担当者　人権擁護委員、行政相談
委員
※相談希望の人は、予約が必要なた
め、あらかじめ町民相談室(内線１３０)
へ。

○ 教育相談
□日時　月～金曜日　午前１０時～
午後４時
□場所　教育研究所（城之内４-２-
１）

□担当者　教育相談員
□内容　非行、いじめ、不登校など
の教育に関する悩みごと

□対象　小学生、中学生、保護者ほか
※詳しくは、教育研究所　緯６３・８６２６
へ。

○ 親と子の電話相談
□日時　月～金曜日　午後２時～５
時
□担当者　相談経験豊かな先生
□内容　学校での悩みごとなど
※フリーダイヤル　緯０１２０・００１３０５

健
康
づ
く
り
課

緯
　
・
２
１
２
１

６２
脱
メ
タ
ボ
栄
養
教
室

福
祉
課
　
　
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５

こ
こ
ろ
の

健

康

相

談

福
祉
課
　
　
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５

巡

回

相

談



「
み
ん
な
の
声
」は
、
み
ん
な
で
創
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
、
ご
意
見
、
ご
質
問
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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まかせて会員さんと

楽しくお散歩しています
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あ
な
た
の
子
育
て
、応
援
し
ま
す

太
田
市
へ
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す

　「ファミリー・サポート・センター（通

称ファミサポ）」は、“子育てを応援して

ほしい人”と“子育てのお手伝いができ

る人”が会員となり、センターを介して、

有料で子どもの世話などを助け合う組織

です。

　今回は、大泉町にお住まいの人も利用

できる「太田市ファミリー・サポート・

センター」をご紹介します。

泉
町
に
お
住
ま
い
の
人
を

含
め
、
現
在
、
１
３
０
０

人
が
会
員
登
録
し
、
活
動
し
て

い
る
「
太
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」。

　
会
員
に
は
、
子
育
て
支
援
を

受
け
た
い
「
お
ね
が
い
会
員
」、

子
育
て
の
お
手
伝
い
が
で
き
る

「
ま
か
せ
て
会
員
」、
自
分
の
子

育
て
も
手
伝
っ
て
ほ
し
い
け
れ

ど
、
お
子
さ
ん
を
預
か
る
こ
と

も
で
き
る
「
ど
っ
ち
も
会
員
」

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
を

応
援
し
て
ほ
し
い
人
、
応
援
し

た
い
人
の
橋
渡
し
を
し
て
い
る

ん
で
す
よ
」
と
話
す
の
は
、フ
ァ

ミ
サ
ポ
で
大
泉
町
を
担
当
し
て

い
る
 関
 　
 信
  子
 さ
ん
で
す
。

せ
き
 

の
ぶ
 
こ

　
最
初
に
、
お
ね
が
い
会
員
か

ら
支
援
の
希
望
が
あ
る
と
、

フ
ァ
ミ
サ
ポ
で
は
、
地
域
や
要

望
に
合
っ
た
ま
か
せ
て
会
員
を

探
し
、紹
介
し
ま
す
。
そ
の
後
、

お
ね
が
い
会
員
、
ま
か
せ
て
会

大
「
フ
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町の人口と世帯

(　)内は外国人登録者・世帯数

前月対比９月末日現在の数

＋２７４１,１９６人
人 口

(＋２６)(６,２４６人)

－７２１,２４５人
男

(＋９)(３,２９１人)

＋３４１９,９５１人
女

(＋１７)(２,９５５人)

＋１６１７,５３５世帯
世帯数

(＋１７)(３,１５２世帯)

出  生　３３人　死  亡　２１人

先月の１１９番

□納期限　10月３１日捷

□今月の納期

・固定資産税　　　　　　３期

・国民健康保険税　　　　４期

・介護保険料　　　　　　４期

・後期高齢者医療保険料　４期

今月の納期

平成２３年累計９月分

９（８）件２（１）件△火災発生
（　）内は建物火災
１６,１５４,０００円調査中△損 害 額

９８６件１０７件△救急出動

１２６件８件　煙交通事故

６７４件７７件　煙急 病

１８６件２２件　煙そ の 他

・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９

【延長窓口】

・１０月１２日、１９日、２６日および１１月２日、９

日の水曜日　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・税務課・収納課・建築課

【土曜窓口】

・１０月１５日、２２日、２９日および１１月５日の土

曜日　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課・水道課

※内容によっては受付ができないこともあり

ますので、事前にご確認ください。詳しくは、

各担当課へ。

時間外窓口 員
が
直
接
会
っ
て
打
ち
合
わ
せ

を
行
う
、
初
回
面
談
の
場
を
設

け
ま
す
。
面
談
の
結
果
、
活
動

日
時
や
内
容
な
ど
に
つ
い
て
お

互
い
が
同
意
す
る
と
、
そ
こ
で

初
め
て
援
助
活
動
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
依
頼
内
容
と
し
て
は
、
保
育

園
や
学
童
保
育
へ
の
送
迎
、
放

課
後
の
預
か
り
な
ど
が
多
い
と

の
こ
と
で
、
夏
休
み
な
ど
の
長

期
的
な
休
み
で
は
、
複
数
の
ま

か
せ
て
会
員
さ
ん
が
シ
フ
ト
を

組
み
、
一
人
の
お
子
さ
ん
を
預

か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
関
さ
ん
は
続
け
て
、「
何
年
も

か
か
わ
る
ご
家
庭
も
あ
り
、『
子

育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
っ

て
本
当
に
満
足
し
て
い
ま
す
』

と
聞
く
と
嬉
し
い
で
す
ね
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。　

り
合
い
に
誘
わ
れ
、
活
動

を
始
め
た
ば
か
り
と
い
う

ま
か
せ
て
会
員
さ
ん
は
、「
預

か
っ
て
い
る
間
に
何
を
し
よ
う

か
、
ど
こ
へ
行
こ
う
か
、
事
前

に
計
画
を
立
て
て
、
お
子
さ
ん

が
飽
き
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

ん
で
す
よ
」
と
に
っ
こ
り
。

　
長
年
、
ま
か
せ
て
会
員
と
し

て
活
動
さ
れ
て
い
る
別
の
女
性

は
、「
そ
の
ご
家
庭
に
合
わ
せ
た

預
か
り
方
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
は
素
直
で
か
わ

い
い
で
す
し
、
何
年
も
い
っ

し
ょ
に
過
ご
し
て
い
る
と
、
お

子
さ
ん
が
成
長
し
て
い
く
姿
を

感
じ
て
嬉
し
く
な
り
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

事
で
帰
り
が
遅
く
な
る
日

な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
頼
れ
る
、
心
強
い
子
育
て
応

援
団
「
太
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」。

　
子
育
て
を
支
援
し
て
ほ
し
い

「
お
ね
が
い
会
員
」
は
、
随
時
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
育
て
を
お
手
伝

い
す
る
「
ま
か
せ
て
会
員
」
は
、

保
育
、
医
療
、
看
護
な
ど
に
つ

い
て
講
習
（
計
　
時
間
）
を
受

２４

け
て
か
ら
登
録
を
行
っ
て
い
ま

す
。
会
員
登
録
を
希
望
す
る
人

は
、　

月
９
日
昌
に
保
健
福
祉

１１

総
合
セ
ン
タ
ー
で
「
ま
か
せ
て

会
員
講
習
会
」
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
フ
ァ
ミ
サ
ポ
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
援
助
内
容
、
料
金
な

ど
詳
し
く
は
、
太
田
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
５
８
１
１
）
へ
。

４６

知

仕

OIZUMI
 TOWN

初回面談の様子
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エッセイ

豊心 私私の日記からの日記からにか

町長　斉藤直身町長　斉藤直身

　
便
の
形
・
色
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
正
常
な
便
は
、
健
康
な
成
人
で

あ
れ
ば
、　

～
　
％
の
水
分
量
を

７０

８０

含
み
、
半
練
り
状
の
塊
で
、
黄
褐

色
が
か
っ
た
色
を
し
て
い
ま
す
。

　
便
の
色
も
、食
事
の
内
容
か
ら
、

肉
食
が
多
い
と
黒
褐
色
に
、
食
物

の
通
過
時
間
が
長
く
な
る
と
色
が

濃
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
臭
い
も

肉
食
が
続
く
と
腐
敗
臭
が
強
く
な

り
、
大
量
の
で
ん
ぷ
ん
を
と
る
と

酸
臭
が
強
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
か
ら
だ
の
異
常
に
よ
り

腸
に
障
害
が
お
こ
る
と
、
便
は
様

相
を
変
え
て
、
泥
の
よ
う
な
水
の

よ
う
な
下
痢
便
に
な
っ
た
り
、
硬

く
て
十
分
に
量
が
で
な
い
便
秘
に

な
っ
た
り
し
ま
す
。

【
便
の
色
・
形
で
考
え
ら
れ
る
病
気
】

□
血
便

・
黒
ず
ん
だ
便
が
で
る
…
胃
潰

瘍
、
十
二
指
腸
潰
瘍
、
胃
が
ん

な
ど
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

・
便
の
ま
わ
り
に
血
液
が
付
着
す

る
、あ
る
い
は
排
便
の
終
わ
り
に

血
液
が
た
れ
る
…
痔
、直
腸
が
ん

な
ど
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

・
便
と
血
液
が
ま
だ
ら
に
交
じ
り

合
う
…
赤
痢
、潰
瘍
性
大
腸
炎
、

結
腸
が
ん
な
ど
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す

□
鉛
筆
の
よ
う
な
細
い
便
が
で
る

直
腸
が
ん
、大
腸
が
ん
な
ど
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
排
便
の
と

き
、
肛
門
の
近
く
が
ひ
ど
く
痛

み
、し
ば
し
ば
便
に
血
液
が
付
着

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　
黒
色
系
、
赤
色
系
な
ど
の
色
の

便
が
出
て
い
る
場
合
や
便
の
形
で

心
配
す
る
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、

医
療
機
関
を
受
診
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

（
健
康
づ
く
り
課
・
久
保
田
松
江
）

イラストは黒で描いてね！
▼

小
沼
健
太
（
　
区
）

１７

▼

Ｐ
・
N
　
ボ
ス
マ
マ

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。

【８月　総合防災訓練】

　利根川河川敷は、 眩 しい陽射しの中、
まぶ

風が爽やかに吹き抜けていた。

　８月２８日、隔年行事の大泉町総合防災

訓練が、多くの来賓を迎え、４０団体、約

１,０００人の参加のもと滞りなく行われた。

関係各位には心から感謝したい。

　今回は、３・１１東日本大震災後初の訓

練であり、被災地の切実な思いが浸透し、

これは他人事でなくいつ我々自身も遭遇

するかも知れない、その現実味と真剣さ

が全員の行動の中に感じられた。このこ

とは決して風化させてはならない。

　犠牲になられた２万有余の方々のご冥

福を衷心より祈り、生かされている者は、

その遺志を重くしっかりと受け止め、世

の中のために役立つことに精を出さねば

ならないと思う。

　水防訓練で積まれた 土  嚢 最上部に、草
ど のう

色の大きなバッタが止まっていた。まる

で、監督官のようだ。

総
合
防
災
訓
練
の
様
子

健康づくり課のスタッフが、

健康についての鍵をご紹介し

ます。

【今月の鍵】

健康チェック（２）　便

秋晴に　訓練称す　飛蝗かな

【便潜血検査】

　便の中の見えない血液を試薬で調べ

るのが便潜血検査です。食事で採った

肉などに反応してしまう試薬を使って

いた時代もありましたが、現在はヒト

の血液のみに反応する試薬を用いてい

ます。陽性となった場合は、精密検査

をすることになっています。
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町内の先生たちの
「子ども時代」をすて
きな思い出に乗せて
ご紹介！

File １１５

大
泉
町
立
西
小
学
校

 諏
  訪
  和
  徳
 先
生

す
 

わ
 
か
ず
 な
り

右が本人

【「興味」は成長の栄養】

　ある日、庭であるモノを見つけました。 錆 びた
さ

寛永通宝でしたが、小学生の私は「大発見をし
た！！」と興奮状態でした。しばらくの間、庭に
小さな穴をいくつも作り、怒られましたが。
　そんな私が出会ったのが考古学でした。発掘現
場に行くと、古代の人々の息づかいが聞こえてく
るようでした。大学が 三  内  丸  山 遺跡のある青森で

さん ない まる やま

あったため、興味に拍車がかかりました。そして
「この興奮を誰かに伝えなくては！」という思いか
ら教師を志しました。
　今は人に自分のおもしろいものを伝えることが
なんと難しいことであるかと、日々自問自答して
います。ただ、興味を持ち１つのことに打ち込む
ことで、大きな成長となったと確信しています。
興味を持ち続けられる何かを見つけてください。
それが大きな成長につながるはずです。

　町消費生活相談員が、さまざまな事例を元に、かしこい

消費生活を送るワンポイントをご紹介します。

かしこい消費者の手引き

冗町消費生活センター　緯６３･３５１１

【第１９回】悪質な不用品回収業者に注ご注意！

　
不
用
と
な
っ
た
粗
大
ご
み
な

ど
を
無
料
で
回
収
す
る
と
偽

り
、
そ
の
後
、
料
金
を
請
求
す

る
悪
質
な
不
用
品
回
収
業
者
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
、
県
内
で

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
も

こ
の
よ
う
な
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

【
相
談
事
例
】

・「
不
用
品
を
回
収
し
ま
す
」と

ア
ナ
ウ
ン
ス
を
流
し
な
が
ら

巡
回
し
て
い
る
車
が
多
く
て

不
審
だ

・
無
料
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞

き
、
巡
回
し
て
い
た
回
収
車

を
自
宅
の
庭
に
呼
ん
だ
。
不

用
品
を
車
に
積
ん
だ
後
に

「
全
て
が
無
料
で
は
な
い
。積

ん
で
し
ま
っ
た
の
で
降
ろ
せ

な
い
」
と
す
ご
ま
れ
た

・「
無
料
回
収
」と
書
か
れ
た
の

ぼ
り
旗
が
立
っ
て
い
る
空
き

地
に
不
用
品
を
持
ち
込
ん
だ

ら
、
実
際
は
有
料
だ
っ
た

・
回
収
品
の
見
積
も
り
を
出
さ

ず
に
、
高
額
な
請
求
を
さ
れ

た
・「
回
収
量
が
多
い
」な
ど
と
因

縁
を
つ
け
ら
れ
、
高
額
な
料

金
を
請
求
さ
れ
た

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

・「
自
宅
ま
で
回
収
に
来
て
く

れ
る
」
と
い
う
こ
と
に
利
便

性
を
感
じ
、
つ
い
声
を
か
け

た
く
な
っ
て
し
ま
う
私
た
ち

消
費
者
の
心
の
隙
間
を
突
く

悪
質
商
法
で
す

・
不
用
品
な
ど
の
一
般
家
庭
の

廃
棄
物
を
業
務
と
し
て
収
集

運
搬
す
る
こ
と
は
、
市
区
町

村
長
か
ら
許
可
を
得
た
業
者

だ
け
が
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
許
可
を
受
け
ず
に
家
庭

か
ら
料
金
を
取
っ
て
回
収
す

る
こ
と
は
廃
棄
物
処
理
法
に

抵
触
し
ま
す

・
回
収
し
た
不
用
品
を
不
法
投

棄
す
る
悪
質
な
業
者
も
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
場
合
、
不

用
品
を
出
し
た
消
費
者
も
責

任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
粗
大
ご
み
や
不
用
品

の
処
分
は
、
町
の
ル
ー
ル
に

従
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う

・
領
収
書
が
交
付
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
領

収
書
が
交
付
さ
れ
て
い
た
と

し
て
も
、
領
収
書
の
連
絡
先

が
虚
偽
で
あ
る
場
合
は
、
支

払
っ
た
代
金
の
返
還
要
求
が

で
き
な
い
た
め
、
救
済
は
困

難
に
な
り
ま
す
。
声
を
か
け

る
前
の
落
ち
着
い
た
判
断
が

重
要
で
す

　※
詳
し
く
は
、
町
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
内
線
１
３
９
、
緯
　
・
６３

３
５
１
１
（
直
通
））
へ
。

粗大ごみや不用品は町のルールに

従って処分してください
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□応募方法　はがきに答え(例、①―佳)､住所､行

政区、氏名、年齢、電話番号と町政などに関す

るご意見ご要望がありましたら、書き添えてお

送りください（匿名を希望される人は「匿名希

望」と明記してください）。楽しい情報や文芸、

イラスト、各種作品も大歓迎！

　※応募は、１人１枚でお願いします。

□あて先　〒３７０－０５９５

　大泉町役場　広報情報課

　「広報クイズ」係

□締め切り　１０月２５日（２５日の

消印有効）

□９月号の正解　①－可 ②－加

　③－加

□応募総数　６２通で正解は６２通でした

□当選者（敬称略）

窓野瑞希（１区）、細川まり江（１区）、杉山裕子（６区）

須藤楓月（８区）、租田政江（１１区）、本島沙樹（１３区）

萩本喜美子（１３区）、本田真由子（１４区）、安藤香織（１５区）

津久井真樹（１５区）、金子ひろみ（１７区）、土谷アイ子（１７区）

湯沢亮太（１９区）、荻原健二（２２区）、浜田優大（２３区）

石川昂汰（２６区）、遠藤強志（２７区）、神田陽人（２７区）

茂原裕子（２８区）、永田千夏（２８区）

※当選者には、図書カードを郵送します。住所と氏

名を忘れずにお書きください。

今月の問題 （伺ヒント）

図書カードが２０人に
　　たる！

イラス
トは

黒で描
いてね

！

ご応募お待ちしています！

①環境フェアの開催日は１１月○日 （伺６ページ）
　佳３ 加５ 可６

②通称ファミ○○ （伺１６ページ）
　佳レス 加サポ 可コン

③心○○に （伺１８ページ）
　佳豊か 加密か 可静か

④○の社日大祭 （伺２３ページ）
　佳春 加夏 可秋

⑤豆腐に含まれる○○サポニン （伺２４ページ）
　佳大豆 加小豆 可豆腐

☆「おすすめの一冊」を教えてください（お答えの中

から、広報おおいずみに掲載させていただきます）。

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきに書いてお送りください。全問

正解者の中から抽選で２０人に５００円の図書カード

をプレゼントします。

　
９
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１０

☆
「
運
動
会
の
思
い
出
」
に
寄

せ
ら
れ
た
回
答
の
中
か
ら
ご
紹

介
し
ま
す
。

死
小
学
生
の
と
き
、
水
あ
め
を

屋
台
で
買
っ
て
も
ら
う
の
も
楽

し
み
で
し
た
。
競
技
で
は
、
ダ

ン
ス
を
恥
ず
か
し
が
り
な
が
ら

踊
っ
た
の
が
思
い
出
で
す
。

匿
名
希
望

死
大
玉
こ
ろ
が
し
で
、
こ
ろ
が

し
す
ぎ
て
自
分
も
回
っ
て
し
ま

た
こ
と
で
す
。

小
沼
健
太
さ
ん
（
　
区
）

１７

死
長
女
が
保
育
園
児
の
頃
の
ハ

ナ
シ
…
。短
距
離
走
で
、シ
ャ
ッ

タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
ね
ら
っ
て
カ

メ
ラ
を
構
え
て
待
っ
て
い
た
ら

走
っ
て
い
た
ハ
ズ
の
娘
が
私
の

前
で
走
る
の
を
や
め
、
ポ
ー
ズ

を
決
め
た
の
を
、
今
で
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

Ｐ
・
Ｎ
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。

死
運
動
が
本
当
に
苦
手
だ
っ
た

の
で
、
運
動
会
そ
の
も
の
は
ゆ

う
う
つ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
両

親
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ
る
お
弁

当
の
時
間
だ
け
は
、
と
て
も
幸

せ
な
記
憶
と
し
て
残
っ
て
い
ま

す
。

匿
名
希
望

死
主
人
が
ビ
デ
オ
で
娘
を
と
っ

た
つ
も
り
が
、
全
く
映
っ
て
な

い
。
次
の
運
動
会
か
ら
わ
か
り

や
す
い
ソ
ッ
ク
ス
を
は
か
せ
る

こ
と
に
し
た
。

Ｐ
・
Ｎ
　
イ
モ
ア
ン
の
母

死
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
が

ん
ば
っ
た
組
立
体
操
で
す
ね
。

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
は
、
崩
れ
な
い

よ
う
に
、
必
死
に
耐
え
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

匿
名
希
望

死
保
育
園
の
竹
登
り
で
、
速
い

遅
い
は
あ
り
ま
す
が
、
全
員
が

み
ん
な
の
声
援
を
受
け
て
登
り

き
っ
た
と
き
は
感
動
し
ま
し
た
。

岩
蒼
美
智
子
さ
ん
（
６
区
）

死
か
け
っ
こ
嫌
い
で
し
た
。
絶

対
１
番
に
な
れ
な
い
。
で
も
障

害
物
リ
レ
ー
は
１
番
。
な
ん
だ

か
私
の
人
生
と
か
ぶ
っ
て
い
る

き
が
し
ま
す
が
…
。
柿
や
梨
を

お
弁
当
に
入
れ
て
く
れ
た
母
の

こ
と
も
思
い
出
で
す
。

川
島
久
美
さ
ん
（
　
区
）

２３

死
小
学
校
の
と
き
、
行
進
す
る

種
目
が
あ
り
ま
し
た
。
背
の
高

い
私
は
、
先
頭
だ
っ
た
の
で
、

コ
ー
ス
決
め
、
み
ん
な
の
見
本

な
ど
他
の
子
た
ち
よ
り
練
習
と

い
う
か
、
か
な
り
歩
き
続
け
ま

し
た
。
そ
の
た
め
行
進
名
人
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。匿

名
希
望

「
運
動
会
の
思
い
出
」

を

教

え

て

！
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に
かってむ っ

夢夢
MY DREAM

町内の学校に在籍する、

夢に向かってがんばって

いる人をご紹介します。

「
ち
び
っ
子
写
真
館
」
で
は
、
３
歳
未
満
の
町
内

在
住
の
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
掲
載

希
望
者
は
、
広
報
情
報
課
（
緯
　
・
３
１
１
１
　

６３

内
線
２
１
５
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 一  戸  優  麻 さん（１８歳）
いち のへ ゆ ま

好きなことは

絵を描くことです。絵の参考にできるように、デ

ザイン集を見たり、デジタルカメラで「いいな」

と感じた植物や建物を撮ったりしています。

自分の性格

自分では短気で控えめなほうだと思います。

将
来
の
夢
は
？

ま
ず
は
美
大
に
受
か
る
こ
と
が
目

標
で
す
。
今
は
大
学
受
験
に
向
け

て
作
品
集
を
つ
く
っ
た
り
、　

月
１２

に
行
わ
れ
る
卒
業
制
作
展
に
向
け

て
の
作
品
づ
く
り
で
、
大
忙
し
の

毎
日
で
す
。
将
来
は
ま
だ
決
め
て

い
ま
せ
ん
が
、
美
術
関
係
の
仕
事

に
就
け
た
ら
い
い
な
と
漠
然
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
少
し
興
味
が
あ

る
の
は
、
テ
レ
ビ
関
係
の
美
術
の

仕
事
で
す
が
、大
学
に
入
っ
た
ら
、

さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
将
来

に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

学
校
・
学
年
は
？

県
立
西
邑
楽
高
等
学
校
芸
術
科
美

術
コ
ー
ス
３
年
生
で
す
。

学
校
生
活
は
？

専
門
的
に
美
術
を
学
べ
る
環
境
で

２
年
生
か
ら
絵
画
を
専
攻
し
て
い

ま
す
。
大
好
き
な
美
術
の
時
間
も

多
い
で
す
し
、
周
り
も
美
術
が
好

き
な
子
ば
か
り
で
、
と
て
も
楽
し

く
勉
強
し
て
い
ま
す
。
作
品
づ
く

り
で
は
ア
イ
デ
ィ
ア
を
練
っ
た

り
、
絵
の
構
成
を
考
え
た
り
と
大

変
で
す
が
、
で
き
上
が
っ
た
と
き

は
達
成
感
が
あ
り
ま
す
ね
。

受
験
に
向
け
て
大
忙
し
の
毎
日

美
術
関
係
の
仕
事
に
就
け
た
ら

 林
 　
 杏
  樹
 ち
ゃ
ん

は
や
し
 

あ
ん
 じ
ゅ

（
　
区
・
３
歳
）

１６

どんなちびっ子？
とても活発で、笑顔のかわいい子で
す。
好きなものは？
走ること。いつでもどこでも走り
回っています。

 林
 　
 佑
  樹
 く
ん

は
や
し
 

ゆ
う
 
き

（
　
区
・
２
歳
）

１６

どんなちびっ子？
末っ子で甘えん坊だけど、負けず嫌
いです。
好きなものは？
とにかく体を動かすこと。甘いもの
が好き。

２人へパパ・ママからひとこと　いつまでも明るく元気な子でいてね。



町のイベントや
地域の話題をお届けします。

広報で掲載された写真は希望者に

プレゼント！　

広報情報課（緯63・3111　内線215）

までご連絡ください。
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ス
テ
ー
ジ
で
は
、
華
や
か
な
衣
装
と
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た

９月１０日、三洋電機野球場を会場に、大泉カルナバル２０１１

が開催されました。厳しい残暑のなか、会場に設けられたス

テージではサンバコンテストが行われ、国内で活動している

７つのサンバチームが情熱的な踊りを披露し、コンテストを

熱く盛り上げました。また、ご当地グルメや世界のグルメが楽

しめるお店も多数出店され、観客の皆さんはサンバだけでな

くグルメも 堪能 していました。
たんのう

華
や
か
な
舞
台
の
競
演
に

多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た

　
大
泉
カ
ル
ナ
バ
ル
２
０
１
１
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９月１０日、南児童館で「化石のレプリカを

つくろう」が行われました。子どもたちは、

型に粘土を流してアンモナイトや三葉虫な

どの形を作り、その後着色をして、カラフ

ルな化石のレプリカを完成させました。

９月２４日、東毛広域幹線道路の工事により、近

くの公園に新設された土俵で、間之原地蔵尊奉

納相撲大会が開催されました。この奉納相撲は、

２００年以上前から続く伝統行事で、北部の小学

生が個人戦で熱戦を繰り広げました。また、稚

児の土俵入りも行われ大会に花を添えました。

　
化
石
の
レ
プ
リ
カ
を
つ
く
ろ
う
　

　間之原地蔵尊奉納相撲大会　

新しい土俵で

いざ真剣勝負！

９月２５日、いずみの杜で第１９回全国高等

学校ロボット競技大会群馬県予選が行われ

ました。県内７校が作成した１７台が参加し

たこの予選では、各チームの精巧なロボッ

トが、規定時間のなかで得点を競いました。

　
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
　

いずみ緑道に

ステージが完成

９月２５日、いずみ緑道花の広場でステージの完

成記念セレモニーが行われました。セレモニー

の後には、新設されたステージでさまざまなパ

フォーマンスが披露され、緑道を訪れた人たち

は、「活きな世界のグルメ横丁」の世界の料理と

パフォーマンスを楽しんでいました。

　ステージ完成記念セレモニー　

９月２５日、社日稲荷神社で秋の社日大祭が

行われました。多くの参拝者が見守った

「 探湯 神事」は、神官が笹で熱湯を浴び、神
く が た ち

託を仰ぐというもの。神事に使われた笹や

麻は参拝者に配られました。

　
秋
の
社
日
大
祭
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▼
　
年
度
の
町
税
収
入
が
昨
年

２２
度
よ
り
１
・
５
パ
ー
セ
ン
ト

減
っ
た
が
、
事
業
を
実
施
す
る

に
は
財
源
が
必
要
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
財
源
を
少
し
で
も
確
保

す
る
た
め
に
、
広
報
紙
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
広
告
掲
載
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 （
智
）

▼
昨
年
に
続
き
、
大
泉
力
ル
ナ

バ
ル
を
撮
影
を
し
な
が
ら
、
会

場
の
雰
囲
気
を
楽
し
ま
せ
て
も

ら
っ
た
。
写
真
で
は
、
視
覚
的

な
表
現
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う

の
が
と
て
も
残
念
に
感
じ
る
。

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば

も
っ
と
サ
ン
バ
を
楽
し
め
る
の

に
と
思
う
。 

（
慎
）

▼
子
育
て
支
援
の
会
員
組
織

「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
」
を
取
材
。
撮

影
の
た
め
、
会
員
さ
ん
が
活
動

し
て
い
る
場
に
伺
う
と
、
会
員

さ
ん
も
お
子
さ
ん
も
と
て
も
楽

し
そ
う
に
し
て
い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。
大
泉
町
で
も
、
支

援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。 
（
彰
）

健康
レシピ
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から、毎月料理を紹介してい

ただきます。

【作り方】

虚豆腐は熱湯にくずしながら入れてゆでて、ざるにあけてよく水気を切る。

水気がよく切れたら、すり鉢でなめらかにする

許ほたては細かく刻み、豚ひき肉とＡを粘りが出るくらいよく混ぜ合わせる

距たまねぎはみじん切りにして片栗粉と混ぜ合わせる

鋸Ｂを虚に加え、よく混ぜる。許～鋸を加えて混ぜ合わせ、２０等分してシュ

ウマイの皮で包む

漁蒸気がたっている蒸し器に、クッキングシートを敷いた上に入れて１０分蒸

し、ゆでたブロッコリー、くし型に切ったトマトを添える

豆腐シュウマイ

【材料（４人分）】
８０ｇほたて貝柱
１００ｇ豚ひき肉

３分の１丁木綿豆腐
１００ｇたまねぎ

片栗粉　  大さじ１と２分の１
シュウマイの皮　　　　２０枚

２分の１株ブロッコリー
２分の１個トマト
小さじ１弱　　しょうゆ
小さじ１弱　　酒

少々　　こしょう
３分の１個　　卵白

大さじ２分の１　　酒
小さじ３分の２　　砂糖
小さじ３分の１　　塩

【１人分栄養価】
１８３kcalエネルギー
１２.６ｇたんぱく質
５.５ｇ脂質
５２取カルシウム
０.７ｇ食塩相当量

Ａ

Ｂ

大豆の栄養が入っています
　豆腐に含まれる大豆サポニンは、血管に付

着した脂肪を掃除したり、活性酸素の働きを

抑制したり、アンチエイジングに効果を発揮

します。

食生活改善推進員　 清  水  玉  枝 さん（左）、 高  野  和  枝 さん
し みず たま え こう の かず え


